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　新年あけましておめでとうございます。
　まず、昨年、各地で起きました台風、集中豪
雨等で被災された方々に心よりお見舞い申し上
げます。いち早くご対応くださいました、各支
部の方々や全国の皆さまにご支援をいただいた
ことに、厚く御礼申し上げます。
　全老健といたしましても、支部や厚生労働省
等と連携をとり、被害状況を把握するとともに、
災害対応をいたしました。今後も災害対応につ
いては、さらに強固なものにするよう、支部や
行政と連携して参ります。災害支援において、
まず重要なのが情報です。各支部に、支部と施
設の緊急連絡網の構築を依頼したところですの
で、ご協力くださいますようお願い申し上げます。

全老健創立 30 周年を経て 
役割を果たし地域包括ケアに寄与
　昨年、全老健は創立 30 周年を迎え、 ８ 月 １
日には品川プリンスホテルで創立 30 周年式典

「在宅支援」と「地域貢献」で 
老健施設に明るい未来を

および祝賀会を開催いたしました。当日は、根
本匠厚生労働大臣（当時）をはじめ、横倉義武
日本医師会会長、清家篤全国社会福祉協議会会
長にご挨拶を頂戴し、田中滋先生にご講演いた
だきました。祝賀会では、90 名を超える多く
の国会議員の方にもご参加いただき、盛会に開
催することができました。
　平成元年に全老健が創立したときの会員施設
は 176 施設でしたが、いまや 3,600 施設を超え、
90％に近い組織率を誇っています。
　30 年前は国民への周知も十分でなく、その
運営理念や地域で果たすべき役割も理解されて
いませんでした。そこから今日までの道のりは
まさにチャレンジの歴史そのものでした。創立
当時からご苦労された先生方、この 30 年で老
健施設を育てていただいた多くの先輩方に心よ
り感謝申し上げます。
　平成とともに歩んだ老健施設ですが、過去を
振り返るのではなく、明るい未来について申し

上げたいと思います。それは私が思う ２ つの
キーワードについてです。
　 １ つめは在宅支援です。2017 年の介護保険
法の改正により、老健施設の利用者の定義が

「要介護者」から「要介護者であって、主とし
てその心身の機能の維持回復を図り、居宅にお
ける生活を営むための支援を必要とする者」に
変わりました。運営基準上在宅復帰施設とされ
ていたものが、より上位概念である介護保険法
によって、老健施設の役割が「在宅支援」であ
ると明示されたのです。
　この介護保険法の改正を踏まえ、2018 年に
は老健施設の在宅療養支援・在宅復帰機能を評
価した報酬体系の見直しが行われました。
　 ２ つめは地域貢献です。2018 年度の診療報
酬・介護報酬の同時改定において老健施設の算
定要件のなかに、地域貢献という言葉が初めて
使われました。他の施設類型や加算の要件には
ありません。なぜ、老健施設にだけ地域貢献と
いった算定要件がついたのでしょうか。私は、
国や国民が老健施設に期待するものとして算定
要件になったと解釈しています。
　では、地域貢献として、老健施設は何をすれ
ばいいのでしょうか。私は介護報酬に規定され
たもの以外のところを期待されていると考えま
す。
　例えばフレイルやプレ・フレイルの方々に、
私たち老健施設は何ができるのでしょうか。こ
れらの方々は要支援・要介護高齢者の予備軍と
いえます。独居の方や、老老世帯の方、車の運
転ができなくなった方に対し、「お買い物送迎
サービス」や「認知症予防教室」を行ったり、
フレイル状態の方々を対象とした「介護予防サ
ロン」事業を行うといったことが重要と考えま
す。
　さまざまな方法がありますが、全国の老健施
設が介護予防を通じ地域貢献をしていくことに
よって、国の介護予防事業にも役立てると思っ
ております。
　老健施設が在宅支援と地域貢献の ２ つの役割
をしっかりと果たすことが、すなわち地域包括
ケアシステムの成就に大変寄与できるのではな

いかと考えています。
　また、たとえ今は報酬で評価されていなくと
も、このような地域貢献事業を行うことが、ゆ
くゆくは老健施設の利用者の獲得にもつながる
のではないでしょうか。

介護業界が一致団結し 
医療業界との連携を
　医療と介護の機能をバランスよく備えている
老健施設こそが、医療・介護業界の橋渡しをす
ることができるはずです。また、今後も介護業
界で一致団結していくことがより望まれます。
私が会長に就任してから、これまで多くの介護
関連団体とともに署名活動や要望書の提出を
行ってきました。
　これからはより一層、このような団結が必要
となってきます。介護業界が一致団結すること
で、医療業界ともしっかりと連携をとることが
できるのではないでしょうか。
　現在、さまざまな場面で医療・介護連携とい
われていますが、またまだ不十分です。その中
で、私ども老健施設こそが、医療業界と介護業
界をつなぐ役割を果たしていくべきだと考えて
います。
　平成から令和となり、天皇陛下の即位の中心
儀式「即位礼正殿の儀」が、10 月 22 日皇居・
宮殿で催されました。また、10 月 31 日には

「饗宴の儀」が行われました。安倍晋三内閣総
理大臣から、全老健あてに招待状が届き、代表
して私が参列して参りました。日本の伝統ある
国事行為の招待状が全老健に届くということは、
大変名誉なことであり、老健施設が国に認めら
れているということではないでしょうか。
　私は、全国約 4,000 施設の代表として出席さ
せていただきました。このような晴れがましい
儀式にご招待いただけたのは、ひとえに現場で
日々、ご苦労されている皆さまのおかげであり、
心から感謝申し上げる次第です。
　最後に、皆さまにおかれましては、本年が輝
かしい飛躍の年となり、また、老健施設のます
ますの発展の年となることを祈念いたしまして、
新年の挨拶とさせていただきます。
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